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 「いや～、大風邪ひいちまってよ～、まいったっけが」「おうよ、一週間はダメだっちな」

「熱で足がふらっこふらっこしちまってよ～、終いには寝込んじまった。ちっとらあったけ

ぇと思って油断したがいけなかったな～」「疲れが出てるだからよ、気をつけんべぇよ。イ

ンフルエンザは風邪とは違うって言うからな」「だぁから」 
 

■みんなの声 

◇板橋三宅会を作りました！ 
 板橋区に在住する三宅島島民が、2月

16日に板橋産文会館に集まり「板橋三宅

会」を作りました。板橋区には集合住宅に

集団で島民が存在していないことなどあり、

「会」をつくることは延び延びになってい

ましたが、予知連会長の談話や島民連絡会

(仮称)結成準備などをうけて、会を結成し

ましたので皆様のご協力をお願いします。 

 

＜第一回板橋三宅会交流会(総会)の決まり事項＞ 

(１) 2月26日に板橋区産業文化会館で、

午後2時より4時まで話し合いがもた

れ、「東京都板橋区三宅島島民連絡会

（略称 板橋三宅会）」を結成するこ

とを決めました。呼びかけ人の佐藤就

之さんが、会の設立の趣旨の説明をし

て、三池法夫さんの司会で交流会を行

いました。 

参加者から、国の災害指定問題、早

期一時帰島の必要性、避難生活の現状

等切実な話が出て、今後の課題とした

いとまとめました。 

また、会則は佐藤さんに一任し、次

回に相談することになりました。 

 

(２)  参加者の総意により、役員には以下

の各氏を選びました。 

会 長：佐藤 就之 

事務長：三池 法夫 

世話人：青沼 和枝、石井 忠利、 

本谷 善明 

 

(３) 参加者は次のとおりです。 

(計11名)(敬称略) 

青沼 和枝(阿古)、石井 忠利(伊ヶ谷)、

佐藤 就之(神着)、田中 三枝(坪田)、

寺沢 ソノ(坪田)、三池 法夫(坪田)、

本谷 善明(神着) 

板橋ボランティア、坂上さん(伊ヶ谷)

等他地区に避難している島民など他4名

の方にご協力頂きました。 

（板橋区 佐藤 就之） 

■三宅島社会福祉協議会より  

◇情報連絡員の募集の 
締 め切 りについて! 

 2月2日付けの「みやけの風」で情報連

絡員の募集についてお知らせしましたとこ

ろ、5名の方のご応募をいただきました。   

現在、来年度の活動を希望されている方

は、継続の方を含めて24名となっていま

す。 

募集期間を今月いっぱいとさせていただ

きますので、活動を希望される方は、お早

めに社協事務局までご連絡ください。 
 

  お問合せ先：三宅島社会福祉協議 
  TEL：03-3235-5730 
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[東京災害ボランティアネットワークより] 

「1.17 灯りのつどい 2002」へのご参加・ご協力 ありがとうございました!!! 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

☆「特別養護老人ホームあじさいの里」のいきいき健康教室☆ 
梅も満開、日に日に春めいてきました。みんなで元気になりましょう！ 

２月のテーマ：『コレステロールについて』 

３月のテーマ：『体脂肪率をはかってみよう』 
 

日  程 時  間 場  所 担 当 

2月26日(火) 14:00～15:30 東村山市富士見町NTT住宅集会所 福本・大久保 

2月28日(木) 14:00～15:30 立川市大山団地A集会所 宮下・大久保 

3月 1日(金) 14:00～15:30 大田区東電住宅（川口様宅） 福本・大久保 
 
 

お問合せ先：あじさいの里 TEL：03-3459-8388 

☆日時や場所は変更することがありますので、事前に電話でご確認の上お出かけください☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1000 本のロウソクとペットボトル 500 本

東京災害ボランティアネットワークは、１月 17 日の神戸の震災を忘れないように 2002

年 1 月 19 日江戸東京博物館で灯りの集いをいたしました。 

今年は今までで最も多い、なんと 1000 本ものロウソクを灯すことができました。今回はロ

ウソクの燭台として竹・コップだけではなく、ペットボトルを使ってみました。ペットボトルは皆さ

んにご協力いただいて、集めてもらったわけですが、その結果・・・私たちの予想を遥かに超

える約 500 本ものペットボトルが集まりました。 

 「1.17KOBE」
 縦 10m 横 30m の「1.17KOBE」。当日手伝いにきてくれた方々と共に、集まったペットボ

トルの上部 1/3 を切り取り、その中にロウソクを入れ文字をつくりました。午後 5 時、ロウソ

クに灯りが灯されました。約 150 人の参加者の方々は、フルート・サックスの生演奏が流れ

る中、様々なメッセージに彩られたロウソク入りグラスを手に文字を取り囲み、その灯りを見

つめていました。 

ありがとうございました!!!

 今回のつどいでは、皆さんの多大なるご協力をいただき実施することができました。ペット

ボトル・空き缶を集めてくださった方、竹を提供・加工してくださった方、当日にペットボトル

の加工をしてくださった方、つどい後に後片付けを手伝ってくださった方…。そして何よりも寒

い中、この灯りを一緒に灯してくださった方に、この場を借りて、改めて御礼申し上げます、

ありがとうございました!!! 

東京災害ボランティアネットワーク 事務局長 上原 泰男 


